
〈受賞者コメント〉

阿部さんが反物から仕上げた着物

　「生地の柄や厚さ、素材によって伸び縮みが違うので、生地の見極めが大事です。

長い反物にハサミを入れる瞬間は今でも緊張します」

〈評価された取り組み〉

　結婚式、成人式など人生の節目に着る着物を、顧客の体形に合わせて、細やかな設計と丁寧な針運びで

制作している。着物の柄の美しさを最大に生かす細やかな技術で日本文化を伝え続けている。中学校の家

庭科の授業に和小物制作の外部講師として参加したり、市民向けの和小物制作の指導を行ったりするな

ど、長年の献身的な活動が評価され、平成17年に日本和裁士会福岡県支部から感謝状が贈られている。
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